
 

 

 
 

       

*進捗状況：100%:実現、75%:実現に向け実行中、50%:実現に向け計画中、25%:調査中、10%:要望済、0%:動きなし 

大分類 取り組みテーマ テーマに対する取組内容 進捗状況 

「安全」 

で住みやすい 

まちづくり 

地域と行政一体の防災活動、防

犯対策の強化 

消防団員や防災指導員等を中心と

した地域活動を強化。 

防犯カメラ設置の充実や、交番配

置、夜間パトロールなど安全な環境

整備を促進。 

 

事故多発道路、通学路対策 
住民の皆さまの声を基に通学路に

おける安全対策の実施。 
 

渋滞緩和に繋がる 

道路環境の整備 

藤田医科大学岡崎医療センターの

開院に伴う周辺のインフラ整備。 

（仮称）阿知和スマートインターチェ

ンジ新設に伴う周辺の渋滞予想に

向けたインフラ整備を促進。 

 

 

「安心」 

して快適に暮らせる

まちづくり 

高齢者福祉の充実 

高齢者世帯へ見守り支援の整備。

介護従事者の離職防止・介護士の

増員など福祉人材の充実を実施。 

 

 

医療、子育て（児童福祉）、 

教育の充実 

地域医療提供体制の構築や、放課

後児童支援の整備・人員増などの

施策を実施。 

 

 

公共交通体系の整備 

愛知環状鉄道線の利便性を向上さ

せるため、複線化に向けた課題整

理及び早期実現。 

 

 

「活力と魅力」 

あるまちづくり 

地球環境保全、 

健全な生活環境保全の確保 

地球温暖化対策の推進。 

健全な生活環境保全を促進。 
 

豊かな自然、 

歴史的文化の振興を推進 

林業経営の効率化及び森林管理

の適正化を促進。 

伝統芸能・伝統文化・神社仏閣を

積極的に活用した振興に力を入

れ、岡崎市の歴史的風致維持の向

上。 

 

ICTの活用による 

市民サービスの向上 

ＩCＴ活用による事務事業の効率

化。マイナンバーカードを活用したサ

ービス導入、公共の無料 Wi-Fi 増

設などを促進。 
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ああ          待機児童解消に向けた取組とは？         ああ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９月定例会 一般会計補正予算 一部ご紹介 
 

○水道の基本料金 100％を４カ月間減額！…収益的収入△5億 4,545万円 
  開始時期は、（一号線より）南側は１２月から 4か月分、（一号線より）北側は、来年１月から 

4か月分を減額。（例：口径２０ｍｍの場合 1,045円／月×４か月分で△4,180円程度） 
 

 

○宅配ボックス購入補助！…750万円 
運輸部門からの温室効果ガス排出量は年々増加傾向となって 

おり、その抑制には積極的に取組む必要があるため、各家庭の 

宅配荷物の受取りのための「宅配ボックス」の設置に対し補助 

金を交付する。 
 

くらしの相談 in 岡崎   身の回りの防犯灯は機能していますか？ 

防犯灯は夜間における犯罪を

防止するためのものです。皆さん

が歩く道で樹木に覆われたり、球

切れなどしていないでしょうか？

ぜひ歩くときに一度気にして見て

みてください！ 

岡崎市議会 ９月定例会 一般質問 登壇 

令和３年度から待機児童発生！ 

保育体制の充実について、…どうする岡崎！ 

Ｑ．①岡崎市の兄弟姉妹が別々の園を利用している状
況と、②育休退園といわれる育児休業中の保育園の継続

入園状況、③待機児童解消に向けての今後の取組は？ 

Ａ．①令和４年４月時点で 65 世帯は別々の園を利用

されている。 

②３歳未満児は、保育需要が高く、令和４年度は０歳児

が 15名、２歳児が 28名の待機児童が発生している。そ

うした状況の中で、育児休業中については家庭での保育

をお願いしている。 

原のりひこ後援会 ＬＩＮＥアプリ登録方法 
②友達登録後、ガイダンスに従い手続きを 

お願いします！ 

①右の QR コードから友達登録！ 

「原のりひこ」に声を届けよう！ 

③ご意見やご要望など送信ください！ 

③私立幼稚園の幼保連携型認定こども園化を進める。

私立みやこ幼稚園と私立やはぎみやこ幼稚園が令和５年

４月からの移行に向けて、９月中旬から申込の受付を開

始し、開園後は保育を必要とする０歳児から２歳児につい

ても受け入れを進める予定。 

幼稚園の認定こども園化や既存施設の改修等により

受入れ枠を拡大し、保育の需給バランスを見て、０～２歳

児クラスの育休中の継続入園や、保育園や幼稚園を利用

せずにお子さんを保育している家庭の負担軽減策を検討

していく！ 

【補助額】購入額の１／２（上限１万５千円） 

【対象者】市内に住所を有する個人 

【条件】１世帯につき１回 

【期間】令和４年１０月１日～令和５年２月末 


